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要 約
本研究の目的は，年代，性別，以下の有無（重要な他者との死別体験，死を身近に感じた経験，信
仰する宗教）による死生観の違いを調査することであった。本研究では，青年期 63 名（男性 17名，
女性 46 名，平均年齢 19.8歳），中年期 60 名（男性 23 名，女性 37名，平均年齢 54.5歳），老年期 61
名（男性 20 名，女性 41 名，平均年齢 75.0歳）を対象とした。測定尺度として，死に対する態度尺度
（下位尺度：死に対する恐怖，生を全うさせる意思，人生に対して死が持つ意味，死の軽視，死後の生
活の存在への信念，身体と精神の死）を用いた。また，性別，年齢，以下の有無（重要な他者との死
別体験，死を身近に感じた経験，信仰する宗教）を尋ね，死生観を比較した。その結果，年代，性別，
他者との死別体験，死を身近に感じた経験の有無によって有意差が認められたが，信仰している宗教
の有無によって有意差は認められなかった。死生観は年代や性別，個人の体験によって異なることが
示唆された。
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問 題 と 目 的
死生観とは，「死と生にまつわる価値や目的などに
関する考え方で，感情や信念を含む」（丹下，1999）も
のである。この死生観について，我々は生を受けた瞬
間から，いずれ死を迎えることは必然であり，Deeken
（1990）によると，生について考えることは死について
も考えることであり，生と死は表裏一体であるとされ
ている。また，人間の死とは特別なことではなく，生
きていれば当然起こる出来事である。しかし，重兼
（1985）は日本の特徴として「生まれること老いること
病むこと死ぬこと，その最も人間にとって大切なエ
ポックでさえ，病院や施設へ託すのが常識になってい
る」ことを指摘している。つまり，現実的には日本人
の死生，特に，死が日常生活から切り離されて扱われ
ていると思われ，「死はあらゆる年齢層に分布すると
いうよりは，高齢者層に偏在するものとなった」（澤井，
2000）と指摘されるように，死は老年期に属する人々
や不治の病に伏している人に限ったことであると捉え
られているように感じられる。このような現代におい
て，死生観について人々がどのように意識しているの
か再調査する必要があると考えられたため，本研究で
は，死生観の調査研究を行うことを目的とした。
発達的観点から見た死生観
発達的視点から見ると，Gesser, Wong, & Reker
（1987-1988）は，「年齢と死への恐怖の関連について，
青年群において比較的高く，中年群にピークとなり，
老年群において最も低下する」と報告されている。ま
た，Noppe & Noppe（1997）は，青年期の前期・中期・
後期においてはそれぞれの発達課題を反映して死の概
念や態度に違いがあることを報告している。以上の先
行研究から，死生観は年代によって異なってくると示
唆される。そのため，本研究において，青年期，中年
期，老年期を対象に死生観を調査し比較する。
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死生観と死別体験との関連
死別を経験した後には死について考える頻度が高ま
る（Davis & Nolen-Hoeksema，2001）と述べられてお
り，また，特に親しい人物と死別したときに自分の死
が想起されやすくなると報告されている。その他，赤
澤・藤田（2007）によると，血縁者や友人，動物といっ
た死別の対象による死別体験の有無による死生観の検
討では，死別体験がある群のほうが，死への関心が有
意に高かったことが報告されている。本研究において
も，死生観と死別体験との関連について合わせて検討
する。
死生観と宗教との関連
先行研究によると死生観と宗教の関連には様々な見
解があり，小泉（2000）が信仰する宗教を持つ学生と
持たない学生を比較した際，「仏教・キリスト教を信仰
している学生は無宗教の学生よりも，死に対する恐怖
が低く，生と死を連続したものとして捉えており，ま
た霊魂の存在を肯定し，死後にも生命が存在すると考
える傾向が強かった」と報告している。しかし，丹下
（2004）は「死の恐怖は宗教を信仰してもあまり変化せ
ず，むしろ未知への恐怖などを中心に部分的に関連を
示す」としている。先行研究によって，死生観と宗教
との関連に関する見解が異なる。本研究では，死生観
と宗教の関連について，再度調査しなおすこととする。
仮説
1．死に対する恐怖は中年期に最も高く，続いて青年
期，老年期の順に高い。
2．青年期，中年期，老年期の順で，死の軽視が低くな
り，人生に対して死が持つ意味が高くなり，死に意
味を求める。
3．日頃より信仰する宗教を有している方が，死後の
生活の存在への信念が高く，死後の存在を信じ，人
生に対して死が持つ意味が高くなり，死に意味を
求める。
4．重要な他者との死別体験がある方が，死に対する
恐怖，死の軽視が低くなり，死後の生活の存在への
信念が高く，死後の存在を信じる。
方 法
1．対象
青年群：Ａ大学の学生 63 名（男性 17名，女性 46 名，
平均年齢 19.8歳，標準偏差 1.63）。中年群：Ａ大学の
学生の家族 60 名（男性 23 名，女性 37名，平均年齢
54.5歳，標準偏差 5.58）。老年群：Ａ市内地域コミュ
ニティセンターに通っている者 61 名（男性 20 名，女
性 41 名，平均年齢 75.0歳，標準偏差 6.06）。
2．測定尺度
1）フェイスシート
フェイスシートにて以下の項目を尋ねた。性別，年
齢，重要な他者との死別体験の有無について（現在ま
で重要な他者との死別体験についてあるか否かを「あ
る」「なし」の 2択で尋ね回答を得た），死を身近に感
じた経験の有無について（現在まで死を身近に感じた
経験（事故に遭った，手術をした等）についてあるか
否かを「ある」「なし」の 2択で尋ね回答を得た），日
頃より信仰する宗教の有無について（現在信仰する宗
教があるか否かを「ある」「なし」で尋ね，「ある」と
回答した者には宗教名の記入を求めた）。
2）死に対する態度尺度 丹下（1999）
死生観を調査する質問紙として，丹下（1999）の死
に対する態度尺度を用いる。死に対する態度尺度は，
以下の 6 つの下位尺度より構成されている。「非常に
そう思う（5点）」から「全くそう思わない（1点）」の
5件法で回答を求める。全 38項目から構成される。
第 1 尺度「死に対する恐怖尺度」：存在の消滅や死の未
知性，未完の終結などへの恐怖を表し，高得点ほど死
を恐れる。
第 2 尺度「生を全うさせる意思尺度」：自殺の否定およ
び状況は問わず“生”自体が目的であるとし，高得点ほ
ど生き続けたがる。
第 3 尺度「人生に対して死が持つ意味尺度」：死が人生
に肯定的な作用を持つとし，高得点ほど死に意味を求
める。
第 4 尺度「死の軽視尺度」：死を他人事や苦難からの解
放とし，高得点ほど死を軽視する。死を自分とは無関
係とする姿勢および死を現実世界における苦痛からの
解放者とみなしている。12番目の項目「湾岸戦争で死
人が出たということはまるで他人事だ」について，時
代背景を考慮し，「アメリカ同時多発テロで死人が出
たということはまるで他人事だ」と変更した。
第 5 尺度「死後の生活の存在への信念尺度」：霊魂の永
続性を信じ，高得点ほど死後の存在を信じる。
第 6 尺度「身体と精神の尺度」：身体の生より心の死を
重視し，高得点ほど身体の生に執着しない。
3．調査期間
2011 年 8月〜9月に実施した。
4．手続き
青年期は主に大学の授業の時間を利用し，質問紙を
学生に配布し回答を求めた。中年期は，大学生および
大学院生に自宅に持ち帰ってもらい，家族の者を中心
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に回答を求め，回収した。老年期は，Ａ市の地域コミュ
ニティセンターの老人会の方に調査協力を求め，質問
紙を配布，回収してもらうよう依頼した。なお，調査
を実施する場合には，同意書にて研究の趣旨・目的を
説明し，同意を得た上で実施した。
結 果
死に対する態度尺度のそれぞれの下位尺度の得点を
従属変数とし，年代（青年期，中年期，老年期）と性
別，年代と重要な他者との死別体験の有無，年代と死
を身近に感じた経験の有無，年代と日頃より信仰する
宗教の有無を独立変数とし，2要因分散分析を行った。
以下にその結果を示す。
1）年代と性別による死生観の違い
表 1 に年代と性別による死に対する態度尺度の平均
点，標準偏差および分散分析の結果を示す。
｢死に対する恐怖」の得点（表 1）に対して，被験者
間 2 要因分散分析を行った結果，年代の主効果（F
(2,178)＝12.17，p＜.01）が 1％水準で有意であった。
性別に主効果は見られなかった（F(1,178)＝0.11，
n. s.）。多重比較の結果，死に対する恐怖は青年期と老
年期において 1％の水準で有意であった青年期は老年
期よりも，死を恐れていることが分かった。
｢生を全うさせる意思」の得点（表 1）に対して，被
験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は
見られなかった（F(2,178)＝3.97，n. s.）。しかし，性
別の主効果（F(1,178)＝3.91，p＜.10）に有意傾向が
見られた。女性は男性よりも生を全うさせる意思が高
い傾向にあることが分かった。
｢人生に対して死が持つ意味」の得点（表 1）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果は見られなかった（F(2,178)＝1.02，n. s.）。また，
性別の主効果も見られなかった（F(1,178)＝1.03，
n. s.）。交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝1.17，
n. s.）。
｢死の軽視」の得点（表 1）に対して，被験者間 2要
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表 1．年代と性別による死に対する態度尺度の平均点，標準偏差および分散分析結果
因分散分析を行った結果，年代の主効果は見られな
かった（F(2,178)＝3.19，n. s.）。しかし，性別の主効
果が（F(1,178)＝9.08，p＜.01）が 1％水準で有意で
あった。男性は女性よりも死を軽視していることが分
かった。
｢死後の生活の存在への信念」の得点（表 1）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果は見られなかった（F(2,178)＝3.27，n. s.）。しか
し，性別の主効果が（F(1,178)＝4.13，p＜.05）が 5
％水準で有意であった。女性は男性よりも霊魂の永続
性を信じ，死後の生活の存在を信じていることがわ
かった。
｢身体と精神の死」の得点（表 1）に対して，被験者
間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は見ら
れなかった（F(2,178)＝0.33，n. s.）。また，性別の主
効果も見られなかった（F(1,178)＝1.03，n. s.）。交互
作用も有意でなかった（F(2,178)＝0.17，n. s.）。
2）年代と重要な他者との死別体験による死生観の違
い
表 2 に年代と重要な他者との死別体験による死に対
する態度尺度の平均点，標準偏差および分散分析の結
果を示す。
｢死に対する恐怖」の得点（表 2）に対して，被験者
間 2 要因分散分析を行った結果，年代の主効果（F
(2,178)＝ 14.55，p＜.01）が 1％水準で有意であった。
死別体験に主効果は見られなかった（F(1,178)＝
0.00，n. s.）。多重比較の結果，死に対する恐怖は青年
期と中年期，青年期と老年期において 1％の水準で有
意であった。青年期は中年期と老年期よりも，死を恐
れていることが分かった。
｢生を全うさせる意思」の得点（表 2）に対して，被
験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は
見られなかった（F(2,178)＝0.98，n. s.）。また，死別
体験の主効果も見られなかった（F(1,178)＝1.00，
n. s.）。交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝0.27，
n. s.）。
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表 2．年代と重要な他者との死別体験による死に対する態度尺度の平均点，標準偏差および分散分析結果
｢人生に対して死が持つ意味」の得点（表 2）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果は見られなかった（F(2,178)＝1.99，n. s.）。しか
し，死別体験の主効果（F(1,178)＝3.14，p＜.10）に
有意傾向が見られた。重要な他者との死別を体験して
いる群は，していない群よりも死が人生に肯定的な作
用を持つとし，死に意味を求める傾向があることが分
かった。
｢死の軽視」の得点（表 2）に対して，被験者間 2要
因分散分析を行った結果，年代の主効果は見られな
かった（F(2,178)＝2.32，n. s.）。また，死別体験の主
効果も見られなかった（F(1,178)＝0.01，n. s.）。交互
作用も有意でなかった（F(1,178)＝0.73，n. s.）。
｢死後の生活の存在への信念」の得点（表 2）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果（F(2,178)＝6.06，p＜.01）が 1％水準で有意で
あった。多重比較の結果，死後の生活の存在への信念
は，青年期と老年期において 5％の水準で有意であっ
た。青年期は老年期よりも死後の存在を信じているこ
とが分かった。また，死別体験の主効果（F(1,178)＝
4.83，p＜.10）に有意傾向が見られた。重要な他者と
の死別を体験している群は，していない群よりも霊魂
の永続性を信じ，死後の存在を信じている傾向がある
ことが分かった。
｢身体と精神の死」の得点（表 2）に対して，被験者
間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は見ら
れなかった（F(2,178)＝0.83，n. s.）。また，死別体験
の主効果も見られなかった（F(1,178)＝0.00，n. s.）。
交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝0.44，n. s.）。
3）年代と死を身近に感じた経験による死生観の違い
表 3 に年代と死を身近に感じた経験による死に対す
る態度尺度の平均点，標準偏差および分散分析の結果
を示す。
｢死に対する恐怖」の得点（表 3）に対して，被験者
間 2 要因分散分析を行った結果，年代の主効果（F
(2,178)＝9.24，p＜.01）が 1％水準で有意であった。
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表 3．年代と死を身近に感じた経験による死に対する態度尺度の平均点，標準偏差および分散分析結果
また，交互作用（F(2,178)＝4.55，p＜.05）が 5％水
準で有意であった（図 1）。単純主効果の検定を行った
ところ，年代が死を身近に感じた経験のない群におい
て 1％水準で有意であり（F(2,178)＝12.39，p＜.01），
死を身近に感じた経験が青年期において 5％水準で有
意であった（F(1,178)＝6.29，p＜.05）。青年期にお
いて死を身近に感じたことのない群はある群よりも死
を恐れていることが分かった。多重比較の結果，死に
対する恐怖は死を身近に感じたことのない群におい
て，青年期と老年期において 1％で有意であった。死
を身近に感じたことのない群の青年期は老年期よりも
死を恐れていることが分かった。
｢生を全うさせる意思」の得点（表 3）に対して，被
験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は
見られなかった（F(2,178)＝4.02，n. s.）。また，死を
身近に感じた経験に主効果も見られなかった（F
(1,178)＝0.09，n. s.）。交互作用も有意でなかった（F
(2,178)＝1.43，n. s.）。
｢人生に対して死が持つ意味」の得点（表 3）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，交互作用
（F(2,178)＝4.81，p＜.01）が 1％水準で有意であっ
た（図 2）。
単純主効果の検定を行ったところ，死を身近に感じ
た経験が青年期において 5％水準で有意であった（F
(1,178)＝7.43，p＜.05）。青年期において死を身近に
感じた経験のない群はある群よりも人生に肯定的な作
用を持つとし，死に意味を求める傾向があることが分
かった。
｢死の軽視」の得点（表 3）に対して，被験者間 2要
因分散分析を行った結果，年代の主効果は見られな
かった（F(2,178)＝2.26，n. s.）。また，死を身近に感
じた経験の主効果も見られなかった（F(1,178)＝
0.33，n. s.）。交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝
0.48，n. s.）。
｢死後の生活の存在への信念」の得点（表 3）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果は見られなかった（F(2,178)＝3.68，n. s.）。また，
死を身近に感じた経験に主効果も見られなかった（F
(1,178)＝0.11，n. s.）。交互作用も有意でなかった（F
(2,178)＝1.76，n. s.）。
｢身体と精神の死」の得点（表 3）に対して，被験者
間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は見ら
れなかった（F(2,178)＝2.13，n. s.）。また，死を身近
に感じた経験の主効果も見られなかった（F(1,178)＝
2.21，n. s.）。交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝
1.74，n. s.）。
4）年代と日頃より信仰する宗教による死生観の違い
表 4 に年代と宗教による死に対する態度尺度の平均
点，標準偏差および分散分析の結果を示す。
｢死に対する恐怖」の得点（表 4）に対して，被験者
間 2 要因分散分析を行った結果，年代の主効果（F
(2,178)＝10.42，p＜.01）が 1％水準で有意であった。
宗教に主効果は見られなかった（F(1,178)＝1.10，
n. s.）。多重比較の結果，死に対する恐怖は，青年期と
老年期において 1％の水準で有意であり，青年期と中
年期において 5％の水準で有意であった。青年期は中
年期と老年期よりも，死を恐れていることが分かった。
｢生を全うさせる意思」の得点（表 4）に対して，被
験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主効果は
見られなかった（F(2,178)＝1.03，n. s.）。また，宗教
の主効果も見られなかった（F(1,178)＝0.86，n. s.）。
交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝0.00，n. s.）。
｢人生に対して死が持つ意味」の得点（表 4）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果は見られなかった（F(2,178)＝3.63，n. s.）。また，
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図 1．年代と死を身近に感じた経験の有無による死に対する恐怖
得点比較
図 2．年代と死を身近に感じた経験の有無による人生に対して死
が持つ意味得点比較
宗教の主効果も見られなかった（F(1,178)＝6.42，
n. s.）。交互作用も有意でなかった（F(2,178)＝0.48，
n. s.）。
｢死の軽視」の得点（表 4）に対して，被験者間 2要
因分散分析を行った結果，年代の主効果は見られな
かった（F(2,178)＝0.57，n. s.）。また，宗教の主効果
も見られなかった（F(1,178)＝1.44，n. s.）。交互作用
も有意でなかった（F(2,178)＝0.39，n. s.）。
｢死後の生活の存在への信念」の得点（表 4）に対し
て，被験者間 2要因分散分析を行った結果，年代の主
効果（F(2,178)＝8.28，p＜.01）が 1％水準で有意で
あった。しかし，宗教に主効果は見られなかった（F
(1,178)＝4.88，n. s.）。多重比較の結果，死後の生活
の存在への信念は，青年期と老年期において 1％の水
準で有意であった。青年期は老年期よりも死後の存在
を信じていることが分かった。
｢身体と精神の死」の得点（表 4）に対して，被験者
間 2要因分散分析を行った結果，年代に主効果は見ら
れなかった（F(2,178)＝2.36，n. s.）。また，宗教の主
効果も見られなかった（F(1,178)＝1.65，n. s.）。交互
作用も有意でなかった（F(2,178)＝1.07，n. s.）。
考 察
死生観の年代による特徴
本研究では，死に対する恐怖，死後の生活の存在へ
の意思において，年代で有意差が見られた。青年期は
中年期，老年期よりも死に対して恐怖を抱いているこ
とが分かった。仮説の 1．中年期，青年期，老年期の
順ではなく，青年期は中年期，老年期よりも死に対し
て恐怖を抱いている結果となり，仮説は支持されな
かった。多くの青年が死に対して不安や恐怖などの否
定的な感情やイメージを抱えていると報告されている
（藤井，2003；一色・河野，2000）。さらに，青年期が
死に触れる機会が少ないゆえに，死への対処の仕方を
知らず，死についてより不安・恐怖を抱く傾向がある
と考えられる（金児，1994）と報告されている。以上
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表 4．年代と宗教による死に対する態度尺度の平均点，標準偏差および分散分析結果
の先行研究と同様に，本研究においても，青年期では
死について考える機会が少なく，青年期にとって死は
遠い存在であり，死が未知の存在であるため，恐怖を
抱く傾向があると考えることができる。また，荒井
（1994）は 55歳から 100歳の中高年男女に面接を行っ
た結果，年齢とともに死の恐怖を訴える数は減少して
いったと述べている。本研究の結果からも，加齢に伴
い，死に対する恐怖が減少していくことが示唆される。
青年期は老年期よりも死後の生活の存在を信じている
ことが分かった。これは，「老年期は人生に対する無
常観から死を受容する傾向があり，幸福な来世を望む
傾向が希薄である。そして生きてきた証や人生の集大
成を得ようとする最後の場として死を意味づけてい
る」（川島，2011）と報告されているように，老年期は
死を人生の終焉として捉え，死を受容する傾向にある
ため，青年期に比べ，死後の生活の存在を信じないと
考えることができる。一方，青年期にとって，死を人
生の集大成を得ようすると最後の場として意味づける
までには至っておらず，死はどこか遠い存在であるた
めに，漠然とした未来を信じる傾向にあるのではない
かと考えられる。
性別による死生観の特徴
本研究では，生を全うさせる意思，死の軽視，死後
の生活の存在への信念において，性別で有意差が見ら
れた。女性の方が男性よりも生きようとしている傾向
にあること，男性の方が女性より死を軽視しているこ
と，女性の方が男性よりも霊魂の永続性を信じ，死後
の生活の存在を信じていることが分かった。この結果
は，金児（1994）の「女性は男性に比べて，死に対し
て真摯に向き合おうとし，死後の世界を思い，来世で
の再会を期待している」という報告と一致する。この
ことは，女性は男性よりも死に対して不安が強い（金
児，1994；下仲，1976）ことから，女性の方が男性よ
りも死を個人にとって重要なものとして捉え，残され
た人生を全うさせようとしているのではないかと考え
られる。また，女性は男性に比べて幸福な来世意識が
高く，無常観は低い（青木，2000；金児，1995）との
報告があり，本研究で得られた結果と一致する。石野
（2010）によると，「女性は死の不安に直面化する過程
で，死の不安によって不安定になった自己を安定させ
るため，一種の防衛機制のようなものを働かせ，漠然
とした未来を肯定的に捉えようと反応する」と述べら
れており，本研究においても，同様に，女性は死後の
生活といった漠然とした未来を信じる傾向があると考
えられる。
死別体験による死生観の特徴
本研究では，人生に対して死が持つ意味，死後の生
活の存在への信念において，重要な他者との死別体験
の有無によって有意傾向が見られた。重要な他者との
死別を体験している群は，していない群よりも死が人
生に肯定的な作用を持つとし，死に意味を求める傾向
があること，霊魂の永続性を信じ，死後の存在を信じ
ている傾向があることが分かった。この結果は，仮説
の 4．重要な他者との死別体験がある方が，死後の生
活の存在への信念が高く，死後の存在を信じることを
支持するものである。また，この結果は澤井（2000）
の「血縁者や友人，動物といった死別の対象による死
別体験の有無による死生観の検討では，死別体験があ
る群のほうが，死への関心が有意に高かった」という
結果と一致する。本研究の結果から，重要な他者との
死別体験が死生観に影響を与えることが示唆された。
また，河合（1996）の「死別体験のある者は死を積極
的に評価することによって死を受容する傾向がある」
という結果からも，重要な他者との死別を体験するこ
とにより，人生にとって死が肯定的な作用を持つと捉
えるようになると考えられる。また，重要な他者との
死別を体験することによって，自身の死について思考
を巡らす重要な体験になると考えられる。
死を身近に感じた経験による死生観の特徴
本研究では，青年期の死に対する恐怖，人生に対し
て死が持つ意味において，死を身近に感じた経験の有
無によって有意差が見られた。青年期では死を身近に
感じたことのない群はある群よりも死を恐れているこ
と，死を身近に感じたことのない青年期は死を身近に
感じたことのない老年期よりも死を恐れていることが
分かった。また，青年期において死を身近に感じた経
験のない群はある群よりも死が人生に肯定的な作用を
持つとし，死に意味を求める傾向があることが分かっ
た。この結果から，仮説の 2．青年期，中年期，老年期
の順で，人生に対して死が持つ意味が高くなり，死に
意味を求めることは支持されなかった。丹下（1995）
によると，「青年期では，“他者の死の経験”よりは，自
己の死がすぐにも起こりうるのであるということを実
感させられるような経験をすることによって死生観が
影響を受ける」と報告されている。本研究では，青年
期において，死を身近に感じた経験のある群はない群
よりも，死に対する恐怖が低く，死を肯定的に捉えて
いなかった。丹下（1995）の結果と同様に，本研究に
おいても，死を身近に感じた経験が青年期の死生観に
影響を与えていると示唆された。一方で，中年期や老
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年期では，時間的展望の狭まりや体力的な衰えの認識
などといった心身の変化があると清水（2008）は述べ
ており，青年期と異なり，死を身近に感じた経験のあ
る群の方が，自身の死について思考を巡らし，死に対
する恐怖が高くなると考えられる。
宗教による死生観の特徴
本研究において，日頃より信仰している宗教の有無
によって，死生観に有意差は見られなかった。仮説の
3．日頃より信仰する宗教を有している方が，死後の
生活の存在への信念が高く，死後の存在を信じ，人生
に対して死が持つ意味が高くなり，死に意味を求める
ということは支持されなかった。金児（1994）は宗教
性を有無だけでは分類できないことから，宗教による
死への影響を明らかにするには信仰の中身の相違を踏
まえなければ検証が困難であることを指摘しており，
本研究においても同様のことが言えると考えられる。
今後の課題として，宗教性について有無のみで分類す
るのではなく，信仰している内容についても加味し，
再度調査する必要があると考えられる。
ま と め
本研究では，年代において，それぞれの年代の特徴
を反映し，死生観が異なることが示唆された。また，
重要な他者との死別体験や死を身近に感じた経験をす
ることによって，死生観が異なる結果となった。
Deeken（1990）が述べているように，死について考え
ることは，どう生きるかについて考えることと同じで
あり，どの年代においても，死について考えることは，
重要な体験であると考えられる。本研究を通して，死
とそれに関する体験の意味は個別性の高い経験である
という認識を新たにした。したがって，今後はさらに
事例および質的研究を重ねることが課題である。
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Intergenerational study of attitude toward life and death
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Abstract
The purpose of this studywas to investigate the difference in the attitude toward life and death by age, sex, and
the following existence (an experience of separation-by-death with an important person, experience which felt
“death” close, any religion inwhich they believe in). For this study, 63 adolescents (17males, 46 females,mean age =
19.8), 60middle adults (23males, 37 females,mean age = 54.5), and 61 elderly people (20males, 41 females,mean age =
75.0) were subjects of this study. The scale used was Attitude toward Death Scale (subscales : “fear of death”,
“intention to live out own life”, “meaning of death for life”, “underrating of death”,“belief in existence of afterlife”, and
“choice of death-of-body / death-of-mind”). The followings itemswere also asked ; sex, age, and the existence of the
followings (an experience of separation-by-death with an important person and experience which felt “death” close
and any religion in which they believe in), and, attitude toward life and death was compared.
As a result, there was significant difference in age, sex, and the existence of separation-by-death with an
important person, and an experience which felt death close, but no significant difference was observed in whether
they have any religion they believe in. It was suggested that the attitude toward life and death changes with age,
sex, and personal experiences.
Key words : attitude toward life and death, intergenerational, experience of separation-by-death, religion
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